
  
 

●令和 5 年度  第 4 回  学校運営協議会(CS)を開催しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール通信 

第３号  令和６年２月２２日発行  

紋別中学校運営協議会  

文責：紋別中学校長  曽根  秀彰  

☆彡本校の HP、学校ブログ、PTA ブログでも情報を発信しています。ぜひ一度ご覧ください！☆彡  

学校 HP   ：https://mombetsu-j-mombetsu.edumap.jp/ 

ブログ       ：https://mombetsu-j-mombetsu.edumap.jp/school-blog 

PTA ブログ  ：https://mombetsu-j-mombetsu.edumap.jp/page_20220725021712 

2 月 8 日（木）に紋別中学校校長室で今年度 4 回目の学校運営協議会を開催しまし

た。当日は、6 名の委員の他に名達和俊 CS アドバイザーなど 2 名の皆様にもご参加い

ただきました。  

大川副会長の挨拶では、「今年度 CS として何らかの活動ができなかったので、来年

度は活動をしていきたい」との話がありました。  

穴田教頭から学校評価について、曽根校長から次年度の学校経営方針の提示が提示さ

れました。Q-U テスト等の結果等から子どもたちの自己肯定感が低いことから、来年

度の重点テーマは「自己肯定感の向上」と設定しました。また、家庭との連携の観点か

ら、ミニ研修あるいは座談会を行うなど、保護者・地域・関係機関との連携も強化しな

がら自己肯定感の向上を図っていきたいとの説明があり、承認されました。  

名達 CS アドバイザーより、組織の成功循環モデル  

（ダニエル・キム教授  マサチューセッツ工科大学）の  

関係の質はできているので、来年度に向けては思考の質、  

行動の質へと移行する時期を迎えているとのお話がありました。  

関係の質とは  

・私たちの学校が求めているビジョンや価値を共有  

・私たちの学校の実態分析  

・私たちの学校（地域）の問題を発見  

・私たちが一緒に悩む問題を探す  

次の段階として  

・楽しい雰囲気を作り出す定期的な会議  

・必要な学習会とサポートを確認する  

・実行して共有する機会の設定  

・連携する学校運営協議会（あらゆる組織体：官民問わず）  

 

最後に齊藤会長は、「今年度は保護者ではなく地域の一人として参加してみて、地域

と学校との関わりがないため、どう地域との関わりを増やしていくか検討していけれ

ば」との話がありました。  

 また、「もっと気楽に話ができるような場だといい」との声があり  

ました。学校はどうしても敷居が高いような雰囲気が出ていると思い  

ますので、気軽に、子どもを中心に語り合える場を作っていきたいと  

考えています。一年間、ありがとうございました。来年度も引き続き  

学校・地域・保護者の皆様ご協力のほどよろしくお願いいたします。  


